
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

河内町 水道事業 河内町水道課

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

○

人員に余裕がなく、通常業務をこなすだけで精一杯であり、抜本的な改革の実施の検討ができて
いないため。

財政状況を鑑みた設備の更新計画の策定
料金徴収体制の強化が優先的となるため、これらの課題を整理後、抜本的
改革に向けた検討を行う。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

○

現行体制で運営が行えている

　下水道未整備区域のうち一部を除き既存の事業計画を廃止し、個人設置
型浄化槽整備へ転換していく
　整備済み管渠の維持管理費の財源確保のため未接続者の接続促進によ
る使用料収入増額を図っていく

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

団体名 事業名 公営企業の名称

河内町 下水道事業 河内町下水道事業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


